
資本政策・株主還元

資本コストを上回る利益を創出するために、当該コストを
定期的に把握・検証するとともに、財務健全性を確保しつ
つ、当社にとって最適な資本構成を追求していきます。

「資本収益性の向上」と「資本コストの低減」を両輪とした
事業・財務活動を通じて、企業としての持続的成長と企業
価値の最大化に努めます。

政策投資株式の削減
株式保有リスクの抑制および資本効率性の向上の観点か

ら、保有残高の削減を基本方針として、着実に売却を進め
ています。2027年3月末を目標に、保有残高を純資産の
10％以下、かつ500億円以下まで削減する方針です。積極
的に売却を進めているものの、残存銘柄の株価上昇による
影響を受けており、2026年3月末現在の保有残高は約967
億円となっています。

株主還元
当社では、本中期ビジョンに掲げた成長投資に伴い発生

するのれん償却費・無形資産償却費控除前の利益に対する
配当性向を安定的に維持・向上させることを原則としていま
す。さらに、資金需要を総合的に見極めながら、資本効率の
向上と株主の皆さまへの一層の利益還元を目的として、
自己株式の取得・消却を弾力的に実施する方針です。これ
により2022年度から2026年度の5年間累計で、本中期ビ
ジョンに掲げた成長投資に伴い発生するのれん償却費・無
形資産償却費控除前の利益に対する株主総還元性向40％
の実現を目指しています。

2025年度においては、1株当たりの年間配当金を66円
とし、2024年度から4円の増配を実施しました。加えて、
約80億円の自己株式を取得・消却しました。これにより、
2022年度から2025年度の累計の株主総還元性向は40.0%
となりました。

2026年度においては、(株)ＰＡＬＴＡＣの完全子会社化
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資本政策に関する基本方針
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政策投資株式保有状況
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本中期ビジョン期間中に配当額は2倍に
2012年度から14期連続増配

2027メディパル中期ビジョン

自己株式の取得状況
2025年度における自己株式取得

● �取得した株式の種類：普通株式
● �取得した株式の総数：3,251,000株
● �株式の取得価額の総額：7,999,832,693円
● �取得期間： 2025年5月14日から2025年10月31日まで
● �取得方法： 東京証券取引所における市場買い付け

（注）�本自己株式取得によって取得した全数を消却済み

に伴い、当社の利益水準が向上する見込みとなったことか
ら、今後の財務状況などを勘案し株主還元を充実させるべ
く、1株当たりの年間配当金を前年度から22円増配となる
88円とする予定です。
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